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選挙年齢の引き下げや指導要領の改訂等に伴い、高校生の社会参加を進めるための活動
が、学校教育で進められ、活発に行われているようになっている。しかし，こうした活動
のそれぞれがどのように関連し，子どもの社会参加に繋がっているのかという点について
は曖昧なままではないだろうか。今回、私たちは、3年間の共同研究を通じて，そもそも
社会参加とは何か？から見直しを行い、多様な学校の試みによってどのように社会参加を
促しているのか、を検討してきた。その成果の一部を示すことを通して、参加者の皆様と
今後の社会参加を促すための教育のあり方について議論したい。
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